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締
約
国
は
、
対
象
租
税
協
定
に
つ
い
て
５
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
締
約
国
は
、

５
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
寄
託
者
に
通
告
す
る
。
５
の
規
定
は
、
対
象
租
税

協
定
の
二
の
当
事
国
の
い
ず
れ
か
が
そ
の
通
告
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
二
の
当
事
国
に
関
し
て
当
該
対
象
租
税

協
定
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

５

仲
裁
手
続
の
開
始
に
先
立
っ
て
、
対
象
租
税
協
定
の
両
当
事
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
事
案
の
申
立
て
を
し
た

そ
れ
ぞ
れ
の
者
及
び
そ
の
顧
問
が
、
仲
裁
手
続
の
過
程
に
お
い
て
い
ず
れ
か
の
当
事
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
又
は
仲

裁
の
た
め
の
委
員
会
か
ら
受
領
し
た
情
報
を
他
の
い
か
な
る
者
に
対
し
て
も
開
示
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
書
面
に

よ
っ
て
合
意
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
当
該
事
案
の
申
立
て
を
し
た
者
又
は
そ
の
者
の
顧
問
の
一
人
が
、
仲
裁
の
要

請
が
行
わ
れ
て
か
ら
仲
裁
の
た
め
の
委
員
会
が
そ
の
決
定
を
両
当
事
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
送
付
す
る
ま
で
の
間

に
そ
の
合
意
に
著
し
く
違
反
す
る
場
合
に
は
、
当
該
事
案
に
関
す
る
対
象
租
税
協
定
の
規
定
に
基
づ
く
両
当
事
国
の

権
限
の
あ
る
当
局
の
合
意
の
た
め
の
手
続
及
び
こ
の
部
の
規
定
に
基
づ
く
仲
裁
手
続
は
、
終
了
す
る
。

６

４
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
５
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を
選
択
し
な
い
締
約
国
は
、
一
若
し
く
は
二
以
上
の
特

定
の
対
象
租
税
協
定
又
は
全
て
の
対
象
租
税
協
定
に
つ
い
て
５
の
規
定
を
適
用
し
な
い
権
利
を
留
保
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

７

５
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
締
約
国
は
、
他
方
の
当
事
国
が
６
の
規
定
に
基
づ
く
留
保
を
付
す
る
全

て
の
対
象
租
税
協
定
に
つ
い
て
こ
の
部
の
規
定
を
適
用
し
な
い
権
利
を
留
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
部

最
終
規
定

第
二
十
七
条

署
名
及
び
批
准
、
受
諾
又
は
承
認

１

こ
の
条
約
は
、
二
千
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
か
ら
、次
の
国
又
は
地
域
に
よ
る
署
名
の
た
め
に
開
放
し
て
お
く
。

⒜

全
て
の
国

⒝

ガ
ー
ン
ジ
ー
（
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
）、
マ
ン
島
（
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
及

び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
）
及
び
ジ
ャ
ー
ジ
ー
（
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
）

⒞

締
約
国
及
び
署
名
国
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
に
よ
る
決
定
に
よ
り
締
約
国
と
な
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
他
の
地

域

２

こ
の
条
約
は
、
批
准
さ
れ
、
受
諾
さ
れ
、
又
は
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
八
条

留
保

１

こ
の
条
約
に
は
、
次
の
規
定
に
よ
っ
て
明
示
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
い
か
な
る
留
保
も
付
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
２
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

⒜

第
三
条
（
課
税
上
存
在
し
な
い
団
体
）
５

⒝

第
四
条
（
双
方
居
住
者
に
該
当
す
る
団
体
）
３

⒞

第
五
条
（
二
重
課
税
の
除
去
の
た
め
の
方
法
の
適
用
）
８
及
び
９

⒟

第
六
条
（
対
象
租
税
協
定
の
目
的
）
４

⒠

第
七
条
（
条
約
の
濫
用
の
防
止
）
15
及
び
16

⒡

第
八
条
（
配
当
を
移
転
す
る
取
引
）
３

⒢

第
九
条
（
主
と
し
て
不
動
産
か
ら
価
値
が
構
成
さ
れ
る
団
体
の
株
式
又
は
持
分
の
譲
渡
か
ら
生
ず
る
収
益
）
６

⒣

第
十
条
（
当
事
国
以
外
の
国
又
は
地
域
の
内
に
存
在
す
る
恒
久
的
施
設
に
関
す
る
濫
用
を
防
止
す
る
規
則
）
５

⒤

第
十
一
条
（
自
国
の
居
住
者
に
対
し
て
租
税
を
課
す
る
締
約
国
の
権
利
を
制
限
す
る
租
税
協
定
の
適
用
）
３

⒥

第
十
二
条
（
問
屋
契
約
及
び
こ
れ
に
類
す
る
方
策
を
通
じ
た
恒
久
的
施
設
の
地
位
の
人
為
的
な
回
避
）
４

⒦

第
十
三
条
（
特
定
の
活
動
に
関
す
る
除
外
を
利
用
し
た
恒
久
的
施
設
の
地
位
の
人
為
的
な
回
避
）
６

⒧

第
十
四
条
（
契
約
の
分
割
）
３

⒨

第
十
五
条
（
企
業
と
密
接
に
関
連
す
る
者
の
定
義
）
２

⒩

第
十
六
条
（
相
互
協
議
手
続
）
５

⒪

第
十
七
条
（
対
応
的
調
整
）
３

⒫

第
十
九
条
（
義
務
的
か
つ
拘
束
力
を
有
す
る
仲
裁
）
11
及
び
12

⒬

第
二
十
三
条
（
仲
裁
手
続
の
種
類
）
２
、
３
、
６
及
び
７

⒭

第
二
十
四
条
（
異
な
る
解
決
に
つ
い
て
の
合
意
）
３

⒮

第
二
十
六
条
（
第
六
部
の
規
定
の
適
用
対
象
）
４

⒯

第
三
十
五
条
（
適
用
の
開
始
）
６
及
び
７

⒰

第
三
十
六
条
（
第
六
部
の
規
定
の
適
用
の
開
始
）
２

２
⒜

１
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
十
八
条
（
第
六
部
の
規
定
の
適
用
の
選
択
）
の
規
定
に
基
づ
き
第
六
部（
仲
裁
）

の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
締
約
国
は
、
同
部
の
規
定
に
基
づ
い
て
仲
裁
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る

事
案
の
範
囲
に
関
し
て
一
又
は
二
以
上
の
留
保
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
条
約
の
締
約
国
と
な
っ
た
後
に

同
条
の
規
定
に
基
づ
き
同
部
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
締
約
国
は
、
当
該
締
約
国
が
同
条
の
規
定
に

従
っ
て
寄
託
者
に
通
告
す
る
時
に
こ
の
⒜
の
規
定
に
基
づ
く
留
保
を
付
す
る
。

第
二
十
四
条

異
な
る
解
決
に
つ
い
て
の
合
意

１

対
象
租
税
協
定
に
つ
い
て
こ
の
部
の
規
定
を
適
用
す
る
に
当
た
り
、
締
約
国
は
、
２
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
締
約
国
は
、
２
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
寄
託
者

に
通
告
す
る
。
２
の
規
定
は
、
二
の
当
事
国
が
そ
の
通
告
を
行
っ
た
場
合
に
限
り
、
当
該
二
の
当
事
国
に
関
し
て
対

象
租
税
協
定
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

第
十
九
条
（
義
務
的
か
つ
拘
束
力
を
有
す
る
仲
裁
）
４
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
対
象
租
税
協
定
の
両
当
事
国
の

権
限
の
あ
る
当
局
が
、
こ
の
部
に
規
定
す
る
仲
裁
決
定
が
両
当
事
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
送
付
さ
れ
た
後
三
箇
月

以
内
に
、
全
て
の
未
解
決
の
事
項
に
つ
い
て
の
解
決
で
あ
っ
て
当
該
仲
裁
決
定
と
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
合
意
す
る

場
合
に
は
、
当
該
仲
裁
決
定
は
、
両
当
事
国
を
拘
束
せ
ず
、
か
つ
、
実
施
さ
れ
な
い
。

３

２
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
締
約
国
は
、
前
条
（
仲
裁
手
続
の
種
類
）
２
の
規
定
を
適
用
す
る
対
象

租
税
協
定
に
つ
い
て
の
み
、
２
の
規
定
を
適
用
す
る
権
利
を
留
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
五
条

仲
裁
手
続
の
費
用

こ
の
部
の
規
定
に
基
づ
く
仲
裁
手
続
に
お
い
て
、
仲
裁
の
た
め
の
委
員
会
の
構
成
員
の
報
酬
及
び
費
用
並
び
に
両
当

事
国
が
実
施
す
る
仲
裁
手
続
に
関
連
し
て
生
ず
る
費
用
は
、
両
当
事
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
合
意
に
よ
っ
て
定
め
る

方
法
に
よ
っ
て
両
当
事
国
が
負
担
す
る
。
そ
の
よ
う
な
合
意
が
な
い
場
合
に
は
、
各
当
事
国
の
費
用
及
び
各
当
事
国
が

任
命
す
る
仲
裁
の
た
め
の
委
員
会
の
構
成
員
の
費
用
は
、
各
当
事
国
が
負
担
し
、
仲
裁
の
た
め
の
委
員
会
の
長
の
費
用

そ
の
他
仲
裁
手
続
の
実
施
に
関
す
る
費
用
は
、
両
当
事
国
が
均
等
に
負
担
す
る
。

第
二
十
六
条

第
六
部
の
規
定
の
適
用
対
象

１

第
十
八
条
（
第
六
部
の
規
定
の
適
用
の
選
択
）
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
こ
の
部
の
規
定
は
、
両
当

事
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
の
合
意
の
た
め
の
手
続
に
係
る
事
案
の
未
解
決
の
事
項
に
関
す
る
仲
裁
に
つ
い
て
定
め
る

対
象
租
税
協
定
の
規
定
に
代
え
て
、
又
は
当
該
規
定
が
な
い
対
象
租
税
協
定
に
つ
い
て
、
適
用
す
る
。
こ
の
部
の
規

定
を
適
用
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
各
締
約
国
は
、
各
対
象
租
税
協
定
（
４
の
規
定
に
基
づ
く
留
保
の
対
象
と
な
る
も

の
を
除
く
。）が
当
該
仲
裁
に
つ
い
て
定
め
る
規
定
を
含
む
か
否
か
並
び
に
当
該
規
定
を
含
む
場
合
に
は
当
該
規
定
の

条
及
び
項
の
番
号
を
寄
託
者
に
通
告
す
る
。
二
の
当
事
国
が
対
象
租
税
協
定
の
規
定
に
つ
い
て
そ
の
通
告
を
行
っ
た

場
合
に
は
、
こ
の
部
の
規
定
は
、
当
該
二
の
当
事
国
の
間
に
お
い
て
、
当
該
対
象
租
税
協
定
の
規
定
に
代
わ
る
。

２

両
当
事
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
の
合
意
の
た
め
の
手
続
に
係
る
事
案
の
未
解
決
の
事
項
で
あ
っ
て
こ
の
部
に
定
め

る
仲
裁
手
続
の
対
象
と
な
る
も
の
は
、
両
当
事
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
の
合
意
の
た
め
の
手
続
に
係
る
事
案
の
未
解

決
の
事
項
に
関
す
る
義
務
的
か
つ
拘
束
力
を
有
す
る
仲
裁
に
つ
い
て
定
め
る
二
国
間
又
は
多
数
国
間
の
条
約
に
従
い

仲
裁
の
た
め
の
委
員
会
又
は
こ
れ
に
類
す
る
機
関
が
既
に
設
け
ら
れ
た
事
案
に
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
仲
裁
に
付
託

さ
れ
な
い
。

３

１
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
こ
の
部
の
い
か
な
る
規
定
も
、
当
事
国
が
当
事
者
で
あ
る
他
の
条
約
又

は
将
来
当
事
者
と
な
る
他
の
条
約
に
基
づ
く
両
当
事
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
の
合
意
の
た
め
の
手
続
に
お
け
る
未
解

決
の
事
項
に
関
す
る
仲
裁
に
関
す
る
よ
り
広
範
な
義
務
の
実
施
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

４

締
約
国
は
、
両
当
事
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
の
合
意
の
た
め
の
手
続
に
係
る
事
案
の
未
解
決
の
事
項
に
関
す
る
義

務
的
か
つ
拘
束
力
を
有
す
る
仲
裁
に
つ
い
て
定
め
る
一
若
し
く
は
二
以
上
の
特
定
の
対
象
租
税
協
定
又
は
全
て
の
対

象
租
税
協
定
に
つ
い
て
こ
の
部
の
規
定
を
適
用
し
な
い
権
利
を
留
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒝

⒜
の
規
定
に
基
づ
い
て
付
さ
れ
る
留
保
は
、
受
諾
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⒜
の
規
定
に
基
づ
い
て
付
さ
れ

る
留
保
は
、
締
約
国
が
、
寄
託
者
が
当
該
留
保
に
つ
い
て
通
報
し
た
日
に
開
始
す
る
十
二
箇
月
の
期
間
が
満
了
す

る
日
又
は
当
該
締
約
国
が
批
准
書
、
受
諾
書
若
し
く
は
承
認
書
を
寄
託
す
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
に
、
当

該
留
保
に
対
す
る
異
議
を
寄
託
者
に
通
告
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
締
約
国
に
よ
っ
て
受
諾
さ
れ
た
も
の
と

み
な
す
。
こ
の
条
約
の
締
約
国
と
な
っ
た
後
に
第
十
八
条
（
第
六
部
の
規
定
の
適
用
の
選
択
）
の
規
定
に
基
づ
き

第
六
部
（
仲
裁
）
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
締
約
国
は
、
当
該
締
約
国
が
同
条
の
規
定
に
従
っ
て
寄


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